
【はじめに】当検査室では、新生児毛細管採血の総ビリル

ビン（T-BIL）測定および微量検体の血糖測定時には、検体
量 10 µLで測定が可能である富士ドライケムを使用してい
る。この度、富士ドライケムの機器更新を行うにあたり、

富士ドライケム NX500の基礎検討およびルーチン検査で使
用する分析機器との測定値の比較検討を行ったので報告す

る。

【測定機器】測定機器は富士ドライケム NX500（富士フィ
ルムメディカル株式会社）を用いた。比較対象機器として

血糖測定は GA09（A&T）、T-BIL測定は LABOSPECT 
008（日立ハイテクノロジーズ）、試薬は総ビリルビン E-
HAテスト（富士フィルム和光純薬株式会社）を用いた。
【対象および方法】

1) 同時再現性：2濃度の管理試料を 10回連続で測定した。
2) 日差再現性：2濃度の管理試料を 7日間測定した。
3) 対象機器との比較：当院で T-BIL、血糖測定依頼のあっ
た検体を用いた。

【結果】

1) 同時再現性は T-BIL、血糖 2濃度ともに CV5.0％以内で
良好であった。

2) 日差再現性は T-BIL低濃度で CV5.17％であったが、そ
のほかは CV5％以内で良好であった。
3) 対象機器との測定値の比較
T-BIL：ドライケム NX500（Y）、LABOSPECT 008（X）
回帰式 Y = 1.126 X+0.170、相関係数 r = 0.996

血糖：ドライケム NX500（Y）、GA09（X）
回帰式 Y = 1.003 X+3.175、相関係数 r = 0.997

【考察およびまとめ】

　富士ドライケム NX500の同時再現性、日差再現性は良好
であった。またルーチン検査で使用する分析機器との測定

値の比較では T-BIL、血糖ともに良好な相関関係が得られ
た。新生児の毛細管採血および血糖の微量検体に対して、

富士ドライケム NX500はルーチン検査機器と同等の精度を
もって対応可能であり、その有用性が示された。
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